
国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

学生短期受入プログラム
平成28年度からの実施に向けて新たな短期受入プログラム（Tokyo Tech サマープログラム）を開発し，世界トップ大学
との学生交流をさらに促進する基盤を作った。

ガバナンス改革関連

企画戦略本部の設置

学長がリーダーシップを発揮できるガバナン
ス体制を強化するための取組みとして，戦略
立案の中核組織として，これまで整備してき
た企画室等の企画立案組織を抜本的に組
み替えて，所掌範囲の垣根をなくした一元的
な組織である「企画戦略本部」を、学長を本
部長として、事業構想で予定していた設置時
期（平成30年度）よりも前倒しとなる平成28
年4月1日に設置することを決定した。

学生交流の進展
平成27年度において2つの学生派遣プログラムの新設・拡充を予定していたが，全学的な海外拠点を活用した学生派
遣プログラムを含め，当初の計画を大きく上回る8つのプログラム（スウェーデン，ドイツ・オーストリア，インド，タイ（2事
業），オーストラリア夏・春，フィリピン）を平成27年度中に新たに開始することができた。これにより，全学的な学生派遣
プログラムによる日本人学生の海外派遣者数は，前年の170名から250名に増加した。

教育改革関連

「学院」の設置

教育システム刷新の取組として，日本の大学では初となる学部と大学院が一体となって教育を行う「学院」の平成28年
4月の設置に向けて，各学院等の創設準備会を置き，設置準備を進めた。また，教育推進室に教育改革実施ＷＧを設

置し，創設準備会と連携して，各学院等における新カリキュラムを構築した。国際的に通用性のあるカリキュラムを学
生が自主的に学修するよう促すため，シラバスの充実と日本語・英語による公開，科目をナンバリングしてレベルと順
序を明示，留学・インターンシップ等を経験しやすいよう科目履修が柔軟にできるクォーター制の導入，英語による授業
の充実等について準備を行った。

〈スｰパーグローバル構想調書より〉
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教育革新センターの国際化への取組

本学の教育の質の向上を図るため，
「教育の質保証」，「教育能力開発」，
「教育学習環境開発」を3本柱とした
「教育革新センター」を平成27年4月に
設立し，マネジメント担当教員2名を配

置した。同センターは，国際化への取
組として，英語による教授法のFD研修，
edXによるMOOC(s)の公開，海外の

著名な研究者を招いてのシンポジウム
開催等を行った。

〈edXホームページ〉



■ 国際的評価の向上につながる取組

米国政府高官等による講演会の実施

海外トップ大学の役員等の招へいによるシンポジウムの実施や米国政府高官による講演会の複数回の実施によ
り，教職員・学生の国際的な視野を拡げることができた。

■ 自由記述欄

企画戦略本部の部門
平成28年4月に企画戦略本部の立ち上げが決定されたが、同時に同本部内に、スｰパーグローバル大学創成支援
事業企画・運営部門及び研究大学強化促進事業企画部門の2つの部門も設置するこことした。この両部門で合同

会議を開催することで、教育、研究等それぞれの事業企画等の情報共有を行い、国際的な企画戦略を策定するこ
ととしている。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

ガバナンス改革

学長がリーダーシップを十分に発揮できる体制を構築することが重要であるとの認識から，ガバナンス改革にも
併せて取り組み，学長による部局長の指名制度，人事委員会による教員人事の一元化，人事諮問委員会の設
置，学長を補佐する情報活用IR室及び国際アドバイザリーボードの設置，年俸制の導入促進，クロス・アポイント

メント制度の導入等といった大学改革を進めるための強力な体制を構築した。また、上記などにより成果指標と
達成目標は、定量的、定性的とも順調に進んでいる。

【海外の大学との連携の実績】

・平成27年8月にカリフォルニア大学サンタバーバラ校との全

学協定に基づく連携強化を目指し、同大学の学長、複数分野
の教員及び学生を本学に招き、合同シンポジウム（大学概要、
複数分野の研究発表、分科会。学生ワークショップ）を実施し
た。

〈ウプサラ大との第2回シンポジウム〉

〈南洋理工大との合同ワークショップ〉

国際アドバイザリーボード

国際的な知見から本学の教育研究活動やガバナンスの仕組み等に助言や提言を行う組織として，海外トップ大
学等の様々な分野の有識者で構成される「国際アドバイザリーボード」を平成27年12月に設置した。平成28年2
月に開催した第1回ボードミーティングにおいて寄せられた評価や意見については，今後の国際的な視野に立っ
た大学運営に活用していくこととしている。

・平成28年2月に南洋理工大-東工大合同ワークショップを南

洋理工大（シンガポール）にて実施し、両大学の共同研究の
実施に向け意見交換を行った。

・平成27年11月に東工大-ウプサラ大との第2回シンポジウム

を本学において実施。「持続可能な社会の実現に向けた新た
なテクノロジーとシステム」をテーマに次世代型太陽電池等の
研究成果の紹介と意見交換を実施した。産学連携やベン
チャー企業設立についても議論が交わされた。

〈カリフォルニア大学サンタバーバラ校との合同シンポジウム〉
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